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私
が
い
ま
住
ん
で
い
る
長
野
県

の
東
部
町
は
こ
の
四
月
に
隣
の
北

御
牧
村
と
合
併
し
て
東
御
市
と
な

る
が
、
合
併
が
論
議
に
の
ぼ
る
前

か
ら
町
で
は
団
体
役
員
と
有
識
者
か
ら
な

る
「
景
観
を
考
え
る
会
」
が
町
長
の
諮
問

を
受
け
て
公
共
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
見
直
し

を
検
討
し
て
き
た
。
縦
割
り
行
政
の

産
物
で
も
あ
る
統
一
感
の
な
い
看
板

を
系
統
的
に
整
理
し
、
観
光
客
に
も

わ
か
り
や
す
い
、
美
し
い
デ
ザ
イ
ン

の
も
の
に
変
え
よ
う
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
。
そ
の
た
め
に
先
進
地

へ
の
視
察
を
繰
り
返
し
、
専
門
家
の

指
導
を
仰
い
で
勉
強
を
重
ね
、
方
針
と
意

匠
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
合
併
の
問
題
が

現
実
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

結
局
、
計
画
の
実
施
を
延
期
し
て
合
併

を
待
ち
、
こ
れ
を
機
会
に
新
市
の
公
共
看

板
を
一
新
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
看
板
の

架
け
替
え
は
、
想
像
以
上
に
多
額
の
経
費

を
必
要
と
す
る
事
業
で
あ
る
。
だ
か
ら
町

が
単
独
で
や
る
よ
り
合
併
債
を
利
用
し
て

広
域
で
実
施
す
る
ほ
う
が
効
果
的
だ
し
、

対
象
と
な
る
地
域
が
広
が
る
た
め
デ
ザ
イ

ン
の
細
部
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
る
と

は
い
え
、
合
併
に
と
も
な
う
意
識
改
革
の

た
め
に
も
こ
う
し
た
目
に
見
え
る
施
策
は

役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
既
存
の

サ
イ
ン
ボ
ー
ド
を
点
検
し
て
わ
か
っ
た
こ

と
は
、
い
か
に
日
本
の
町
や
村
の
案
内
看

板
が
外
来
者
の
訪
問
を
想
定
し
て
い
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
公
共
の
建
物

へ
の
方
向
指
示
は
ま
だ
し
も
、
史
跡
の
案

内
な
ど
は
そ
の
近
く
へ
行
か
な
け
れ
ば
出

て
い
な
い
。
町
の
入
口
か
ら
そ
の
場
所
の

近
く
ま
で
行
く
道
順
は
、
そ
の
町
を
知
っ

て
い
る
人
間
で
な
く
て
は
わ
か
ら
な
い
の

だ
。
特
別
な
観
光
地
は
別
と
し
て
、
ふ
つ

う
の
町
村
で
は
た
い
が
い
そ
う
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ど
ん
な
に
小
さ
な
町
や
村
で
も
、

こ
れ
か
ら
は
外
来
の
客
が
来
訪
す
る

こ
と
を
前
提
に
し
て
案
内
看
板
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
。
外
来
の
客
と
い

う
の
は
、
外
国
人
観
光
客
も
含
め

て
、
で
あ
る
。
実
際
に
ど
の
く
ら
い
の
来

客
が
あ
る
か
は
と
も
か
く
、
そ
の
意
識
が

自
分
た
ち
の
地
域
を
あ
ら
た
め
て
客
観
的

な
目
で
見
直
す
契
機
に
も
な
り
、
ひ
い
て

は
観
光
立
国
日
本
の
ス
タ
ー
ト
に
も
繋

が
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

閑話休題

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
画
家

玉
村　

豊
男 

公

共

サ

イ

ン

ボ

ー

ド
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平
成　

年
度
の
地
方
交
付
税
法
等
一
部

１６

改
正
法
案
の
内
容
は
、
①
所
要
の
地
方
交

付
税
の
総
額
を
確
保
す
る
た
め
の
特
例
措

置
②
基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
方
法
の
改

正
③
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
等
の
退
職

手
当
等
の
暫
定
的
一
般
財
源
化
に
伴
う
税

源
移
譲
予
定
特
例
交
付
金
の
創
設
（
平
成

　

年
度
は
総
額
２
、
３
０
９
億
円
を
都
道

１６府
県
に
人
口
を
基
準
に
配
分
）
④
臨
時
財

政
対
策
債
の
発
行
可
能
期
間
の
平
成　

年
１８

度
ま
で
延
長
―
な
ど
が
柱
。

�
「
段
階
補
正
」
見
直
し
を
継
続

　

う
ち
、
総
額
の
特
例
で
は
、
国
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
（
入
り
口
）
は
、
法
定

５
税
（
所
得
税
（
所
得
譲
与
税
を
除
く
）

と
酒
税
の　

％
、
法
人
税
の　

・
８
％
、

３２

３５

消
費
税
の　

・
５
％
、
た
ば
こ
税
の　

％
）

２９

２５

に
か
か
る
地
方
交
付
税
法
定
率
分　

兆
１１

１
、
５
６
０
億
円
に
、
国
の
一
般
会
計
の

加
算
額
４
兆
２
、
３
２
６
億
円
を
加
え
た

　

兆
３
、
８
８
６
億
円
で
、
前
年
度
比
１

１５兆　

億
円
、
６
・
１
％
減
と
な
っ
て
い
る

４０
が
、
地
方
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
総
額
（
出
口
）
は
、
こ
れ
に
交
付
税

特
別
会
計
借
入
金
１
兆
７
、
７
５
５
億

円
、
交
付
税
特
別
会
計
に
お
け
る
剰
余
金

等
４
、
４
０
１
億
円
を
加
え
た
も
の
か

ら
、
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金
に
か
か
る

償
還
額
７
９
９
億
円
と
利
子
支
払
い
額

６
、
３
８
２
億
円
を
減
額
し
た　

兆
８
、

１６

８
６
１
億
円
で
、
前
年
度
比
１
兆
１
、
８

３
２
億
円
、
６
・
５
％
減
と
な
る
。

　

基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
方
法
の
改
正

で
は
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
促
進
し
つ

つ
、
地
方
自
治
体
の
必
要
と
す
る
行
政
経

費
の
財
源
を
措
置
す
る
た
め
、
平
成　

年
１６

度
の
普
通
交
付
税
の
算
定
基
礎
と
な
る
単

位
費
用
の
額
を
改
定
す
る
と
と
と
も
に
、

算
定
の
簡
素
化
の
た
め
補
正
係
数
の
見
直

し
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
基
準
財
政
需
要
額
に
①

教
職
員
定
数
の
改
善
、
義
務
教
育
施
設
の

整
備
、
私
学
助
成
の
充
実
、
教
育
情
報
化

対
策
な
ど
教
育
施
策
に
要
す
る
経
費
、
地

方
自
治
体
に
お
け
る
情
報
化
施
策
等
の
推

進
に
要
す
る
経
費
②
個
性
あ
る
地
方
の
活

性
化
に
要
す
る
経
費
、
住
民
の
生
活
に
直

結
す
る
公
共
施
設
の
整
備
・
維
持
管
理
に

要
す
る
経
費
、
観
光
立
国
推
進
対
策
、
治

安
維
持
特
別
対
策
、
消
防
救
急
業
務
の
充

実
等
に
要
す
る
経
費
③
少
子
・
高
齢
社
会

に
向
け
た
地
域
福
祉
施
策
の
充
実
、
国
民

健
康
保
険
の
財
政
基
盤
の
強
化
の
た
め
の

措
置
等
に
要
す
る
経
費
④
環
境
と
調
和
し

た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
自
然
環

境
の
保
全
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
や
再
利

用
の
促
進
等
快
適
な
環
境
づ
く
り
に
要
す

る
経
費
⑤
公
立
保
育
所
運
営
費
等
国
庫
補

助
負
担
金
の
一
般
財
源
化
に
伴
う
経
費
―

の
財
源
な
ど
を
措
置
す
る
。

　

ま
た
、
算
定
方
法
の
改
正
で
は
、
地
方

自
治
体
の
自
主
的
・
自
立
的
・
効
率
的
な

財
政
運
営
を
促
す
方
向
で
見
直
し
し
た
。

具
体
的
に
は
、
都
道
府
県
の
密
度
補
正
・

事
業
費
補
正
の
一
部
を
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
市
町
村
分
で
は
平
成　

年
度
か
ら
実

１４

施
し
て
い
る
段
階
補
正
の
見
直
し
を
引
き

続
き
継
続
す
る
。
さ
ら
に
、
単
位
費
用
の

算
定
に
当
た
り
、
ご
み
収
集
等
に
つ
い
て

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
後
の
経
費
を
算
定
の

基
礎
と
す
る
見
直
し
を
段
階
的
に
進
め

る
。
交
付
税
措
置
の
算
定
基
礎
を
よ
り
経

平成16年度　地方交付税法等一部改正法案 平成16年度　地方交付税法等一部改正法案 

実質交付税総額が 
制度発足以来初の減少に 

　

政
府
は
2
月
6
日
、
平
成　

年
度
の
地
方
交
付
税
法
等
一
部
改
正
法
案

16

を
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
提
出
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」

を
踏
ま
え
て
、
地
方
交
付
税
総
額
を　

兆
8
、
8
6
1
億
円
、
前
年
度
比

16

6
・
5
％
減
と
4
年
連
続
の
減
と
し
た
が
、
さ
ら
に
、
財
源
不
足
を
補
う

た
め
の
交
付
税
の
代
替
財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
（
赤
字
地
方
債
）

も
前
年
度
比　

・
6
％
減
と
大
幅
に
削
減
し
た
た
め
、
両
者
を
合
わ
せ
た

28

実
質
的
な
地
方
交
付
税
総
額
は
前
年
度
比　

・
0
％
減
と
な
っ
た
。
通
常

12

収
支
に
か
か
る
財
源
不
足
額
を
歳
出
の
徹
底
見
直
し
で
圧
縮
し
た
た
め

で
、
実
質
的
な
交
付
税
総
額
の
減
少
は
地
方
交
付
税
制
度
発
足　

年
以

50

来
、
初
め
て
の
こ
と
。

　

総
務
省
で
は
、
そ
の
激
変
緩
和
の
た
め
地
域
再
生
事
業
債
の
弾
力
運
用

と
元
利
償
還
金
の
交
付
税
措
置
を
決
め
た
も
の
の
、
政
府
は
、
昨
年
6
月

に
閣
議
決
定
し
た
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
2

0
0
3
」を
受
け
て
、
今
後
も「
改
革
と
展
望
」の
期
間
中（
平
成　

年
度
ま

18

で
）は
、「
地
方
交
付
税
総
額
を
抑
制
し
、
財
源
保
障
機
能
を
縮
小
」す
る
と

と
も
に
、
段
階
補
正
の
見
直
し
も
引
き
続
き
継
続
し
て
い
く
方
針
だ
。

BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBB
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費
が
安
い
民
間
委
託
後
の
経
費
と
す
る
こ

と
で
、
ゴ
ミ
収
集
等
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
を
促
す
の
が
狙
い
。

�
実
質
交
付
税
総
額
は　

％
減
少
に

１２

　

こ
の
ほ
か
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行

可
能
期
限
を
平
成　

年
度
ま
で
と
す
る
と

１８

と
も
に
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
の
事
務

に
要
す
る
費
用
に
か
か
る
地
方
自
治
体
の

負
担
の
特
例
措
置
を
平
成　

年
度
ま
で
延

１６

長
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
通
常
収
支
に
か

か
る
地
方
財
源
不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め

地
方
財
政
法
第
五
条
の
特
例
と
し
て
平
成

　

年
度
か
ら
発
行
し
て
い
る
。
本
来
、
地

１３方
の
財
源
不
足
は
国
の
責
任
で
補
て
ん
す

べ
き
も
の
だ
が
、
交
付
税
特
別
会
計
借
入

に
よ
る
補
て
ん
に
対
す
る
「
隠
れ
借
金
」

と
の
批
判
も
踏
ま
え
、
財
源
不
足
を
国
と

地
方
が
折
半
し
、
国
負
担
分
は
一
般
会
計

か
ら
加
算
、
地
方
負
担
分
は
臨
時
財
政
対

策
債
（
赤
字
地
方
債
）
で
対
応
す
る
こ
と

に
し
た
も
の
。
こ
の
た
め
、
臨
時
財
政
対

策
債
の
元
利
償
還
金
は
後
年
度
、
全
額
を

交
付
税
措
置
し
て
お
り
、
実
質
的
な
地
方

交
付
税
代
替
財
源
と
さ
れ
て
い
る
。
平
成

　

年
度
ま
で
の
措
置
だ
っ
た
が
、
昨
年
暮

１５れ
の
地
方
財
政
対
策
で
引
き
続
き
３
年
間

継
続
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
平
成　

年
１６

度
は
４
兆
１
、
９
０
５
億
円
、
前
年
度
比

１
兆
６
、
７
９
１
億
円
、　

・
６
％
の
減

２８

と
し
た
。
通
常
収
支
の
財
源
不
足
を
圧
縮

す
る
一
環
と
し
て
大
幅
に
削
減
し
た
も

の
。
こ
の
結
果
、
地
方
交
付
税
と
合
わ
せ

た
総
額
は　

兆
７
６
６
億
円
、
前
年
度
比

２１

２
兆
８
、
６
２
３
億
円
、　

・
０
％
減
と

１２

な
っ
て
い
る
。
地
方
交
付
税
は
、
平
成　
１３

年
度
以
降
４
年
連
続
し
て
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
加
え
た
実

質
的
な
交
付
税
総
額
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る

の
は
今
回
が
初
め
て
。

　

こ
の
た
め
、
地
方
自
治
体
か
ら
「
予
算

編
成
で
き
な
い
」
と
の
指
摘
が
増
え
、
総

務
省
は
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、
来
年
度

創
設
す
る
地
域
再
生
事
業
債
（
８
、
０
０

０
億
円
）
に
つ
い
て
、
地
方
単
独
事
業
を

地
方
財
政
政
計
画
や
全
国
平
均
以
上
計
上

す
る
地
方
自
治
体
を
対
象
に
配
分
す
る
と

と
も
に
、
総
額
も
増
加
し
、
そ
の
元
利
償

還
金
を
後
年
度
、
地
方
交
付
税
措
置
す
る

こ
と
に
し
た
。

�
今
後
も
交
付
税
総
額
は
抑
制
へ

　
「
地
方
交
付
税
総
額
を
、
名
目
的
に
も

実
質
的
に
も
初
め
て
大
幅
な
削
減
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
交
付
税　

年
５０

の
歴
史
上
、
初
め
て
の
こ
と
。
地
方
行
財

政
の
自
立
と
効
率
化
を
進
め
、
同
時
に
国

の
財
政
健
全
化
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
と

い
う
道
筋
を
確
か
な
も
の
と
し
て
い
く
予

算
と
な
っ
た
」。
昨
年　

月　

日
の
財
政

１２

２６

制
度
等
審
議
会
（
財
務
相
の
諮
問
機
関
）

の
財
政
分
科
会
で
、
財
務
省
の
地
方
財
政

担
当
主
計
官
が
、
来
年
度
の
地
方
財
政
対

策
に
つ
い
て
こ
う
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、

「
一
番
大
事
な
点
は
、
来
年

度
以
降
も
総
額
抑
制
を
継
続

す
る
こ
と
」
と
し
、「
今
回
の

削
減
後
も
、
な
お
地
方
の
歳

出
は
肥
大
化
し
て
お
り
、
効

率
化
の
余
地
は
大
き
い
。
歳

出
の
削
減
は
交
付
税
総
額
の

抑
制
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が

ま
た
、
地
方
の
効
率
化
を
求

め
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ

た
。そ
れ
を
受
け
る
よ
う
に
、

谷
垣
財
務
相
も
２
月　

日
の

１７

閣
議
後
の
記
者
会
見
で
「
地

方
交
付
税
全
体
と
し
て
は
圧

縮
し
て
い
る
が
、
た
だ
、
地
方
交
付
税
と

赤
字
地
方
債
の
総
額
は
、
今
度
相
当
削
減

し
て
も
、
全
体
か
ら
比
べ
ま
だ
ま
だ
削
減

す
る
必
要
が
あ
る
、
効
率
化
が
ま
だ
ま
だ

必
要
と
思
っ
て
い
る
」と
述
べ
て
い
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
一
連
の
発
言
は
昨
年
６

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
基
本
方
針
２
０

０
３
」
に
明
記
さ
れ
た
「『
改
革
と
展
望
』

の
期
間
中
に
、
地
方
財
政
計
画
の
歳
出
を

徹
底
的
に
見
直
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
方

交
付
税
総
額
を
抑
制
し
、
財
源
保
障
機
能

を
縮
小
し
て
い
く
」
と
の
方
針
を
踏
ま
え

た
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
総
務
省

の
香
山
事
務
次
官
も
先
日
の
講
演
で
「
地

方
財
政
計
画
の
規
模
を
計
画
的
に
縮
小
し

な
が
ら
、
交
付
税
の
借
入
金
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
弱
め
て
い
く
こ
と
は
、
し
ば
ら
く

歯
を
食
い
し
ば
っ
て
で
も
対
応
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
」と
述
べ
て
い
る
。

　

結
局
、
今
回
の
地
方
交
付
税
総
額
の
大

幅
削
減
は
、「
基
本
方
針
２
０
０
３
」
を
受

け
て
、「
改
革
断
行
予
算
」
と
い
う
基
本
路

線
を
継
承
し
、「
歳
出
改
革
を
一
層
推
進

す
る
」
と
の
政
府
の
平
成　

年
度
予
算
編

１６

成
の
「
基
本
的
考
え
方
」
を
具
体
化
し
た

姿
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
今
回

の
よ
う
な
地
方
交
付
税
総
額
の
抑
制
は

「
改
革
と
展
望
」の
期
間
で
あ
る
平
成　

年
１８

度
ま
で
継
続
さ
れ
る
。

　

合
併
せ
ず
に
生
き
残
り
を
宣
言
し
た
町

村
の
中
に
は
、
地
方
交
付
税
が
現
在
の
３

分
の
２
に
縮
小
す
る
こ
と
を
前
提
に
生
き

残
り
作
戦
を
検
討
し
て
い
る
団
体
も
あ
る

が
、
今
後
の
地
方
交
付
税
を
め
ぐ
る
動
き

を
み
る
と
、
他
の
町
村
も
同
様
の
�
覚
悟
�

が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

（
自
治
日
報
社　

井
田
正
夫
）

表１　基準財政収入額の算定方法等
　各団体ごとの税収は異なるものであるが、現時点では、前年度の
基準財政収入額（精算分を除く）の総額に、次の見込率（地財計画
の増減率）等を乗じるなどの方法より全国（交付団体）の総額を試
算している。

市町村分道府県分区　　　分

　平成１５年度調整見込額（現事業年度
分）に、平成１５年度分の推計基準税額
を求めるために用いた程度の率を乗じ
るなどによる試算

・法人関係税

９６．２％程度
１１３．４％程度
１１３．２％程度

９６．８％程度
１０６．４％程度
９５．５％程度

・住民税所得割
・利子割（交付金）
・地方消費税（交付金）

表２　平成１６年度普通交付税算定に係る主な増減要素
市町村分道府県分

・公立保育所等の一般財源
化に伴う増

・介護保険給付費、老人医
療給付費の増
・生活保護費の増

・教職員の退職手当等の一
般財源化に伴う増
・警察官の増員等
・介護保険給付費、老人医
療給付費の増
・生活保護費の増

増
要
素

基
準
財
政
需
要
額 ・段階補正見直しによる減

・投資的経費の減
・公立保育所の一般財源化
に伴う減
・投資的経費の減

減
要
素

・固定資産税（家屋）
・所得譲与税（新規）
・地方消費税交付金

・法人関係税
・所得譲与税（新規）
・税源移譲予定特例交付金
（新規）

増
要
素

基
準
財
政
収
入
額

・市町村民税所得割
・固定資産税（土地・償却）

・道府県民税所得割
・地方消費税
・第２種特例交付金（廃止）

減
要
素
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表３　市町村分単位費用 （単位：円、％）

伸　び　率
（Ｃ）/（Ｂ）×１００

（Ａ）－（Ｂ）
（Ｃ）

平成１５年度
単 位 費 用
（Ｂ）

平成１６年度
単 位 費 用
（Ａ）

区分

－０．９－１００１０，９００１０，８００経 常人 口一 消 防 費
－８．１－９，０００１１１，０００１０２，０００経 常道 路 の 面 積１ 道 路 橋 り ょ う 費

二　
　

土　

木　

費

－２６．４－１３６，０００５１６，０００３６０，０００投 資道 路 の 延 長

２ 港 湾 費
２．７１，０００３６，４００３７，４００経 常係 留 施 設 の 延 長港湾 －２８．１－２，５７０９，１５０６，５８０投 資外 郭 施 設 の 延 長
－４．１－６００１４，５００１３，９００経 常係 留 施 設 の 延 長漁港 －２０．４－１，３６０６，６７０５，３１０投 資外 郭 施 設 の 延 長
－７．９－１１０１，３９０１，２８０経 常都市計画区域における人口３ 都 市 計 画 費 －２８．６－３２０１，１２０８００投 資
－１．６－１１６８９６７８経 常人 口４ 公 園 費 －３５．７－８７２４４１５７投 資
－０．２－１００４４，９００４４，８００経 常都 市 公 園 の 面 積
－３．７－５１３５１３０経 常人 口５ 下 水 道 費 －１．８－２１１０１０８投 資
－４．９－８０１，６３０１，５５０経 常人 口６ そ の 他 の 土 木 費 －２８．１－１８７６６５４７８投 資
３．６－１，７００４６，６００４４，９００経 常児 童 数

１ 小 学 校 費

三　
　

教　

育　

費

０．１１，０００９７２，０００９７３，０００経 常学 級 数 －１６．９－１４０，０００８２７，０００６８７，０００投 資
－６．７－７２８，０００１０，９３８，０００１０，２１０，０００経 常学 校 数
－２．１－８００３８，９００３８，１００経 常生 徒 数

２ 中 学 校 費 ０．４５，０００１，１７６，０００１，１８１，０００経 常学 級 数 －１６．９－１４０，０００８２７，０００６８７，０００投 資
－８．７－１，１２３，０００１２，９５５，０００１１，８３２，０００経 常学 校 数
－４．７－３８０，０００８，１０１，０００７，７２１，０００経 常教 職 員 数

３ 高 等 学 校 費 －８．２－５，７００６９，４００６３，７００経 常生 徒 数 －２６．０－９，６００３６，９００２７，３００投 資
－２．５－１６０６，４３０６，２７０経 常人 口４ そ の 他 の 教 育 費 －２７．６－８１２９４２１３投 資
－３．５－１４，０００４００，０００３８６，０００経 常幼 稚 園 の 幼 児 数
７．８４５０５，７５０６，２００経 常市 部 人 口１ 生 活 保 護 費

四　
　

厚　

生　

費

３１．１２，６３０８，４７０１１，１００経 常人 口２ 社 会 福 祉 費 －１６．０－８６５３９４５３投 資
０．７３０４，２８０４，３１０経 常人 口３ 保 健 衛 生 費
５．７３，９００６８，２００７２，１００経 常６５  歳 以 上 人 口４ 高齢者保健福祉費 －１６．３－３６０２，２１０１，８５０投 資
２３．６９，８００４１，５００５１，３００経 常７２  歳 以 上 人 口
－２．１－１４０６，７１０６，５７０経 常人 口５ 清 掃 費 －２６．５－２００７５６５５６投 資
－１．７－１，１００６５，３００６４，２００経 常農 家 数１ 農 業 行 政 費五　

産
業
経
済
費

－２６．８－１０，９００４０，６００２９，７００投 資
－１．６－２０１，２５０１，２３０経 常人 口２ 商 工 行 政 費
１．５２，０００１３２，０００１３４，０００経 常林 業 、 水 産 業 及 び

鉱 業 の 従 業 者 数３その他の産業経済費 －２３．２－２９，０００１２５，０００９６，０００投 資
－３．１－１５０４，９００４，７５０経 常人 口１ 企 画 振 興 費六　

そ
の
他
の
行
政
費

－２５．４－３４０１，３４０１，０００投 資
－６．２－５７０９，１４０８，５７０経 常世 帯 数２ 微 税 費
－１．２－２０１，６９０１，６７０経 常戸 籍 数３ 戸籍住民基本台帳費 －５．０－１５０３，０００２，８５０経 常世 帯 数
－３．２－４００１２，４００１２，０００経 常人 口

４ そ の 他 の 諸 費 －２６．０－４５０１，７３０１，２８０投 資
１．０２６，０００２，５６３，０００２，５８９，０００経 常面 積 －２９．２－１０２，０００３４９，０００２４７，０００投 資
０．００９５０９５０１ 災 害 復 旧 費

七　
　
　

公　
　

債　
　

費

０．００８００８００２ 辺 地 対 策 事 業 債 償 還 費
０．００８００８００平成１０年度以前許可債に係るもの３ 補 正 予 算 債 償 還 費 ４１．２２１５１７２平成１１年度以降許可債に係るもの
１７２．０４３２５６８４ 地 方 税 減 収 補 て ん 債 償 還 費
０．００２５２５５ 地 域 財 政 特 例 対 策 債 償 還 費
０．００８７８７６ 臨 時 財 政 特 例 債 償 還 費
皆減－１４９１４９０７ 公 共 事 業 等 臨 時 特 例 債 償 還 費
－２．２－２９０８８８ 財 源 対 策 債 償 還 費
０．００４１４１９ 減 税 補 て ん 債 償 還 費
－１．１－１９１９０１０  臨 時 税 収 補 て ん 債 償 還 費
０．００１５１５１１  臨 時 財 政 対 策 債 償 還 費
０．００８００８００１２  地域改善対策特定事業債等償還費
０．００７００７００１３  過 疎 対 策 事 業 債 償 還 費
０．００５００５００１４  公 害 防 止 事 業 債 償 還 費
０．００５００５００１５  石 油 コ ン ビ ナ ー ト 等 債 償 還 費
０．００５００５００１６  地 震 対 策 緊 急 整 備 事 業 債 償 還 費
０．００７００７００１７  合 併 特 例 債 償 還 費
０．００７００７００１８  原子力発電施設等立地地域振興債償還費
０．００９５０９５０１９  災 害 復 興 等 債 利 子 支 払 費
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フォーラム

�
川
辺
町
の
概
要

　

川
辺
町
は
、
鹿
児
島
県
の
薩
摩
半
島
の

中
央
部
に
位
置
し
た
面
積
１
２
７
・　

�
３５

の
盆
地
状
の
町
で
す
。

　

町
の
中
央
部
を
流
れ
る
南
薩
最
大
の

川
、
万
之
瀬
川
は
町
の
北
東
部
に
源
を
発

し
、
豊
か
な
水
量
は
田
畑
を
潤
す
と
と
も

に
電
力
の
供
給
源
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

人
口
は
昭
和　

年
の
２
９
、
２
６
７
人

２２

ピ
ー
ク
に
減
り
続
け
、
現
在
は
１
５
、
２

７
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
基
幹
産

業
は
国
の
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定
を
受
け

た
仏
壇
産
業
と
農
業
で
す
。

　

川
辺
と
仏
壇
の
関
わ
り
は
、
３
世
紀
ご

ろ
こ
の
地
域
を
統
治
し
て
い
た
豪
族
川
邊

氏
が
、
仏
壇
の
信
仰
が
篤
か
っ
た
こ
と
、

平
家
の
落
人
た
ち
が
住
み
着
き
磨
崖
仏
な

ど
の
仏
跡
を
残
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
、
仏
壇
づ
く
り
の
技
術
的
、
精
神
的
な

土
壌
が
長
い
歳
月
の
間
に
培
わ
れ
て
き
た

も
の
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
で
は「
メ
ロ
ン
と
レ
タ
ス
の

ま
ち
」
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
が
水
稲
、

花
卉
な
ど
の
栽
培
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。特
に
畜
産
が
盛
ん
で
「
か
わ
な
べ

牛
」
や
「
か
わ
な
べ
地
鶏
」
な
ど
の
特
産
品

が
あ
り
ま
す
。

かわかわ なべなべ ちょうちょう

現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

鹿児島県鹿児島県 川辺町川辺町
▲

焼
却
灰
を
利
用
し
た
レ
ン
ガ
の
歩
道
「
エ
コ
・
ロ
ー
ド
」

ごみゼロをごみゼロを
めざしたまちづくり　　　　めざしたまちづくり
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�
地
球
と
助
け
合
い
住
民
が
し
あ
わ

せ
を
創
る
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
づ
く
り
は
行
政
と
住
民
が
相
互
に

理
解
し
、
協
力
し
て
一
体
と
な
っ
て
進
む

べ
き
で
も
の
で
す
。
過
疎
と
構
造
的
な
不

況
の
中
で
小
さ
な
町
が
生
き
抜
く
た
め
に

は
、「
住
民
が
主
役
と
な
り
、
行
政
は
支
援

者
に
徹
す
べ
き
で
あ
る
」
と
考
え
た
町
長

は
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
地
域
づ
く
り

に
対
す
る
住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
声
を
行
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
住
民
組
織
で
委
員

は
町
長
が
委
嘱
し
た
専
門
委
員
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど　

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

６０

　

運
営
方
法
は
、
町
を
４
つ
の
地
域
に
分

け
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
委
員
が
月
に
１

回
、
住
民
集
会
を
開
き
、
意
見
や
要
望
を

ま
と
め
て
町
に
提
出
す
る
方
法
を
取
っ
て

い
ま
す
。

�
道
路
一
本
造
る
よ
り
人
の
命
が
大
切

　

川
辺
町
は
１
９
７
３
年
に
清
掃
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
翌
年
か
ら
一
般
廃
棄
物
の

処
理
を
開
始
し
ま
し
た
。
清
掃
セ
ン
タ
ー

隣
の
谷
間
に
は
、
以
来　

数
年
間
廃
棄
さ

２０

れ
続
け
た
焼
却
灰
や
安
定
５
品
目
及
び
そ

れ
以
外
の
廃
棄
物
も
埋
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
能
力
を

超
え
て
持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
は
そ
の
場
で

野
焼
き
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

年
１
月
当
選
と
同
時
に
町
内
を
行
政

９７
視
察
し
て
い
た
町
長
は
、
そ
の
様
子
を
目

の
当
た
り
に
し
て
あ
ま
り
の
ひ
ど
さ
に
驚

き
、
早
速
「
道
路
一
本
造
る
よ
り
人
の
命

が
大
切
」
と
野
焼
き
や
埋
立
て
を
中
止
し

ま
し
た
。

　

思
え
ば
こ
れ
が
川
辺
町
の「
ご
み
ゼ
ロ
」

を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。
そ
し
て
住
民
と
の
対
話
集
会
で
こ

の
言
葉
が
繰
り
返
え
さ
れ
る
中
、
発
足
し

た
ば
か
り
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
「
地

域
住
民
は
悪
臭
や
煙
に
不
安
を
抱
い
て
い

た
が
、
行
政
は
長
い
間
放
置
し
て
い
た
」

と
清
掃
セ
ン
タ
ー
隣
の
谷
間
に
捨
て
ら
れ

た
焼
却
灰
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
調
査
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

�
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結
果
を
公
表

　

長
い
間
埋
め
ら
れ
て
き
た
焼
却
灰
は
約

１
万
ト
ン
近
く
あ
る
と
推
定
さ
れ
ま
し

た
。
国
に
お
い
て
は
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

発
生
防
止
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
改
正
さ

れ
本
格
的
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
削

減
対
策
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

町
で
は
こ
の
埋
め
立
て
焼
却
灰
と
最
終
処

分
場
か
ら
出
る
浸
出
水
に
含
ま
れ
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
を
調
査
分
析
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
は
分
析
機
関
も
少
な
く

分
析
に
は
１
検
体
あ
た
り
多
額
の
費
用
が

必
要
で
財
政
力
の
小
さ
い
町
に
と
っ
て
は

負
担
が
大
き
す
ぎ
ま
し
た
。
そ
こ
で
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら

れ
る
摂
南
大
学
（
大
阪
）
の
宮
田
教
授
に

調
査
分
析
を
依
頼
し
ま
し
た
。
研
究
の
一

環
と
し
て
分
析
し
て
も
ら
え
ば
安
く
て
そ

の
後
の
対
策
も
指
導
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ

う
と
い
う
考
え
か
ら
で
し
た
。

　

宮
田
教
授
は
調
査
に
熱
心
で
協
力
的
な

町
の
担
当
者
を
見
て
、「
普
通
は
事
実
を

隠
そ
う
と
す
る
の
に
こ
の
町
は
ち
ょ
っ
と

変
わ
っ
て
い
る
」と
思
っ
た
そ
う
で
す
。　

　

調
査
の
結
果
、
浸
出
水
に
は
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
埋
め
立
て
焼
却
灰

か
ら
検
出
さ
れ
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度

は
平
均
１
、
３
０
０
ピ
コ
グ
ラ
ム
、
最
大

値
で
５
、
６
５
０
ピ
コ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

町
長
は
「
行
政
が
行
う
こ
と
を
住
民
は

す
べ
て
知
る
権
利
が
あ
る
し
、
隠
し
て
お

い
て
も
何
の
解
決
に
も
な
ら
な
い
」
と
そ
の

結
果
を
す
べ
て
住
民
に
公
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
過
去
の
ず
さ
ん
な
ご
み
処
理

を
お
詫
び
し
、
住
民
の
安
全
な
生
活
を
守

る
た
め
に
適
正
に
再
処
理
す
る
こ
と
を
約

束
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
み
ん
な
の
共

感
を
呼
び
悪
臭
や
煙
に
不
安
を
募
ら
せ
て

い
た
住
民
も
、
よ
う
や
く
町
の
や
る
こ
と

に
信
頼
を
寄
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

�
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
無
害
化
の
経
緯

　

高
濃
度
に
汚
染
さ
れ
た
埋
め
立
て
焼
却

灰
が
放
置
さ
れ
た
状
態
の
ま
ま
で
は
、
環

境
汚
染
が
拡
大
し
、
住
民
の
健
康
を
害
す

る
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
か

ら
の
要
望
も
あ
っ
て
早
急
な
対
策
を
講
じ

る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
た
め
、
緊
急

対
策
処
置
と
し
て
埋
め
立
て
焼
却
灰
を
搬

出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。　

　

受
け
入
れ
先
は
宮
崎
県
都
城
市
に
あ
る

民
間
の
管
理
型
最
終
処
分
場
で
す
。　

年
９８

か
ら　

年
ま
で
計
４
回
、
５
、
５
５
３
ト

０１

ン
の
埋
め
立
て
焼
却
灰
の
搬
出
を
行
い
ま

し
た
。

　

川
辺
町
の
よ
う
な
小
さ
な
自
治
体
に

と
っ
て
は
搬
出
の
費
用
も
大
き
な
財
政
負

担
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
近
年
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
問
題
の
発
生
に
よ
っ
て
、
他
の

地
域
の
最
終
処
分
場
へ
の
廃
棄
物
の
搬
出

や
受
け
入
れ
は
極
め
て
困
難
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
町
は
、
廃
棄
物
処
理
や
焼
却
施

設
で
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
処
理
対
策
と
し
て
財

政
基
盤
や
行
政
規
模
に
適
合
し
た
低
コ
ス

ト
で
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
安
全
な
処

理
技
術
の
導
入
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

　

宮
田
教
授
の
紹
介
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
・

ハ
ノ
ー
バ
ー
大
学
の
名
誉
教
授
フ
リ
ー
ド

リ
ッ
ヒ
・
ベ
ル
ジ
ン
グ
博
士
が
開
発
し
た

塩
素
化
合
物
の
分
解
技
術
で
あ
る
「
Ｄ
Ｃ

Ｒ
脱
ハ
ロ
ゲ
ン
化
工
法
」を
導
入
、
関
係
企

業
も
参
加
し
て
産
学
官
の
共
同
で
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
無
害
化
実
験
に
着
手
し
、　

年
０１

４
月
実
験
は
み
ご
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
　

年
１
月
環
境
省
が
こ
の
技
術
を
承
認

０２
し
、
同
年　

月
補
助
事
業
に
よ
っ
て
本
格

１２

プ
ラ
ン
ト
が
建
て
ら
れ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
無

害
化
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

�
ご
み　

分
別
へ
の
取
り
組
み

１９

　

埋
立
て
焼
却
灰
等
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

調
査
分
析
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
に
も

▲

ご
み
焼
却
プ
ラ
ン
ト
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清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
施
設
か
ら
は
毎
日

の
よ
う
に
灰
が
出
て
来
ま
す
。
そ
の
灰
を

減
ら
す
に
は
焼
却
す
る
ご
み
の
減
量
化
が

必
要
で
し
た
。
一
方
、
家
庭
や
事
業
所
か

ら
出
さ
れ
る
ご
み
は
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
適
正
処
理
に
は
膨
大

な
費
用
が
か
か
り
町
の
財
政
を
圧
迫
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
に
対
す
る
負
荷
を
少
な
く

し
て
町
民
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
た
め
に

は
、
徹
底
し
た
ご
み
の
減
量
化
が
必
要
で

し
た
。
２
０
０
０
年
度
か
ら
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
が
完
全
実
施
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
町
は
ご
み
減
量
と
再
資
源
化
を

目
指
し
て
同
年　

月
か
ら
ご
み
の　

分
別

１０

１７

を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
定

も
地
域
毎
に
今
後
の
高
齢
化
の
進
展
等
を

考
慮
し
、
排
出
し
や
す
い
距
離
、
場
所
等

を
選
定
し
て
町
に
届
け
出
る
方
法
を
と
り

ま
し
た
。
ま
た
、
排
出
方
法
は
コ
ン
テ
ナ

方
式
と
し
、
住
民
が
直
接
分
別
す
る
こ
と

で
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
参
加
意
識
の
高
揚
に

努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
燃
や
す
ご
み
の
量
は
こ
れ

ま
で
よ
り
約
４
割
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
収
集
は
町
内
の
通
所

授
産
施
設
に
委
託
し
た
こ
と
で
社
会
復
帰

の
た
め
の
作
業
と
し
て
喜
ば
れ
、
町
も
経

費
節
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
も
徹
底
し
た

燃
焼
管
理
を
行
い
、
焼
却
残
渣
や
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
発
生
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
焼
却
灰
に
含
ま
れ
る
重
金
属
の

鉛
の
濃
度
が
高
か
っ
た
た
め
そ
の
対
策
と

し
て　

年
度
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
加

０２

え
て　

種
類
の
分
別
収
集
を
始
め
ま
し

１９

た
。
こ
れ
で
燃
や
す
ご
み
は
さ
ら
に
減
少

し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
週
に
５
日
焼
却
し

て
い
た
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
日
も
現
在

で
は
２
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
ご
み
ゼ
ロ
へ
の
挑
戦

　

町
は
い
ま
「
ご
み
を
出
さ
な
い
・
ご
み

を
燃
や
さ
な
い
・
ご
み
を
埋
め
な
い
」
を

基
本
的
考
え
方
と
し
て
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
や
焼
却
灰
等
を
全
て
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
、
ご
み
ゼ
ロ
の
資
源
循
環
型
社
会
を
つ

く
ろ
う
と
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
生
ご
み
収
集
と

堆
肥
化
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
こ
れ
ま
で

生
ご
み
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化
や
生
ご
み
処
理

機
の
購
入
補
助
を
行
っ
て
個
人
に
よ
る
生

ご
み
の
堆
肥
化
を
勧
め
て
き
ま
し
た
。
生

ご
み
は
、
ご
み
全
体
の
３
割
を
占
め
る
う

え
水
分
が
多
く
燃
え
に
く
い
た
め
に
ご
み

焼
却
時
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は　

年
度
か
ら
有
機
農
業
推
進
係

０１

を
新
設
し
、
家
畜
糞
尿
の
堆
肥
化
と
有
機

農
業
の
推
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。イ
エ
バ

エ
の
幼
虫
に
よ
る
有
機
物
の
分
解
力
を
利

用
し
て
家
畜
の
排
泄
物
を
短
期
間
に
堆
肥

化
す
る
方
法
で
す
。既
に
家
畜
糞
尿
と
と

も
に
生
ご
み
の
堆
肥
化
も
実
験
は
終
了
し

て
お
り
、
今
後
実
用
化
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。こ
れ
が
実
現
す
る
と
さ
ら
に
大
幅
な

ご
み
の
減
量
と
な
る
こ
と
は
確
実
で
す
。

�
今
後
の
課
題
と
展
望

　

緊
急
的
な
処
置
と
し
て
搬
出
し
た
埋
立

て
焼
却
灰
は
調
査
の
結
果
ま
だ
約
７
、
０

０
０
ト
ン
残
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

町
で
は
現
在
、
２
日
し
か
稼
動
し
て
い

な
い
施
設
の
余
剰
能
力
を
使
い
こ
の
灰
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
無
害
化
に
取
り
組
み
、
こ

れ
ま
で
埋
め
ら
れ
た
ご
み
も
掘
り
起
こ
し

て
再
処
理
す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
再
処
理
が
終
了
し
「
住

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
」
と
望

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

無
害
化
プ
ラ
ン
ト
か
ら
出
さ
れ
た
処
理
灰

を
利
用
し
た
レ
ン
ガ
も
開
発
さ
れ
「
か
わ

な
べ
エ
コ
・
レ
ン
ガ
」
と
し
て
商
品
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
歩
道
等
に
敷
き
詰
め
ら
れ

た
レ
ン
ガ
の
良
さ
が
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
認
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
同
時
に

レ
ン
ガ
以
外
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
も
開
発
中

で
す
。
近
い
将
来
ご
み
は
分
別
で
全
て
資

源
化
さ
れ
、
灰
は
レ
ン
ガ
等
に
全
量
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
る
「
ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く

り
」
が
必
ず
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
（
川
辺
町
町
民
生
活
課
長　

東　

利
文
）

▲

ご
み
の
分
別
は
住
民
自
身
で

「
農
業
農
村
整
備
事
業
の
地
方
財
政
措
置

質
疑
応
答
集（
平
成　

年
度
版
）」発
行
の

１５

ご
案
内

発
行：

全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
（
全
国
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
）

　

こ
の
質
疑
応
答
集
は
、
農
業
農
村
整
備

事
業
に
対
す
る
地
方
公
共
団
体
の
補
助
金

や
負
担
金
の
財
源
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る

「
地
方
交
付
税
」
や
「
地
方
債
」
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
、
そ
の
「
算
定
」
等
は
ど

の
よ
う
に
し
て
行
う
の
か
。
ま
た
、「
補

助
金
」
と
は
ど
こ
が
違
う
の
か
な
ど
身
近

な
疑
問
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
と
と

も
に
、「
地
方
交
付
税
や
地
方
債
」
の
仕
組

み
全
体
に
つ
い
て
も
わ
か
り
や
す
く
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
企
画
編
集
を
行
っ

て
い
る
。

こ
の
度
、
平
成
５
年
に
初
版
発
行
さ
れ
、

前
回
の
改
訂
か
ら
５
年
余
を
経
過
し
て
い

る
こ
と
等
か
ら
、
そ
の
後
の
新
し
い
地
方

財
政
措
置
な
ど
も
織
り
込
ん
で
、
平
成　
１５

年
度
版
と
し
て
改
訂
刊
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

農
業
農
村
整
備
事
業
に
携
わ
る
皆
様
に

お
か
れ
て
は
、
地
方
財
政
措
置
を
正
し
く

理
解
さ
れ
る
上
で
本
書
を
積
極
的
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
農
業

農
村
整
備
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
役
立
つ

自
治
体
関
係
者
必
携
の
貴
重
な
一
冊
で
あ

る
。

〔
装
幀
等
〕
Ｂ
５
判　

３
８
０
頁
程
度

〔
価
格
〕３
、
１
５
０
円（
税
込
み
）＋
送
料

〔
お
問
い
合
せ
先
〕

全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
（
全
国
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会
事
業
部
）

電　

話：

０
３
―

３
２
３
４
―

５
５
９
２

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
３
―

３
２
３
４
―

５
６
７
０
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情 報

�

�

　

町
は
、
Ｊ
Ｒ
女
川
駅
前
の
駐
輪
場

敷
地
内
に
町
営
の
温
泉
温
浴
施
設
を

建
設
す
る
。
温
泉
は
平
成
九
年
に
掘

削
さ
れ
た
も
の
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
・

ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
泉
。
建
設
・
維

持
の
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に
普
通

の
銭
湯
形
式
の
設
計
に
し
、
平
成
十

七
年
秋
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
整

備
を
進
め
て
い
く
。

�

�

　

町
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
小

学
校
の
改
築
に
当
た
り
、
地
場
の
木

材
を
使
っ
て
新
校
舎
を
建
設
し
て
い

く
こ
と
に
し
た
。
木
造
校
舎
を
望
む

児
童
や
保
護
者
の
声
に
応
え
た
も
の

で
、
約
五
千
本
の
杉
を
庄
内
地
方
か

ら
調
達
。
平
成
十
六
年
十
一
月
に
完

成
さ
せ
、
平
成
十
七
年
一
月
か
ら
の

使
用
を
目
指
し
て
い
る
。

　

町
は
、
防
災
や
防
犯
、
町
民
の
健

康
管
理
な
ど
に
関
す
る
総
合
的
な
危

機
管
理
を
図
っ
て
い
く
た
め
、「
日

の
出
町
総
合
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

事
件
や
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
東
京
都
な
ど
の
助
言
も
得
な

が
ら
全
管
理
職
に
よ
る
庁
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

�

�

　

合
併
し
な
い
方
針
を
宣
言
し
て
い

る
村
は
、
村
の
憲
法
と
な
る
「
む
ら

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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宮
城
県

女
川
町
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�
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山
形
県

三
川
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�

新
潟
県

関
川
村

づ
く
り
基
本
条
例
」
案
を
議
会
に
上

程
し
た
。
村
長
な
ど
村
幹
部
が
全
五

十
四
集
落
を
回
っ
て
住
民
説
明
会
を

開
催
し
、
意
見
を
反
映
さ
せ
た
も
の

で
、
独
自
の
村
づ
く
り
の
基
本
理
念

を
明
記
し
て
い
る
。
三
月
議
会
で
の

成
立
を
目
指
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
年
々
増
え
る
余
剰
米
対
策

の
一
環
と
し
て
米
の
消
費
を
増
や
し

て
い
く
た
め
、
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

で
作
る
米
粉
パ
ン
の
学
校
給
食
へ
の

導
入
を
進
め
て
い
る
。
米
粉
パ
ン
は

水
分
が
多
く
、
も
っ
ち
り
し
た
食
感

が
特
徴
。
試
食
会
で
の
意
見
な
ど
も

参
考
に
パ
ン
の
改
良
を
進
め
、
本
格

導
入
を
図
っ
て
い
く
。

�

�

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受

け
、
周
辺
市
町
村
と
の
合
併
を
し
な

い
こ
と
を
判
断
し
た
村
は
、
村
単
独

で
自
立
し
て
い
く
た
め
の
計
画
を
策

定
し
た
。
計
画
期
間
は
平
成
二
十
五

年
ま
で
の
十
年
間
で
、
住
民
の
定
住

を
促
進
す
る
施
策
や
、
飲
料
水
メ
ー

カ
ー
へ
の
水
の
提
供
な
ど
産
業
振
興

策
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

�

�

　

町
は
、
町
制
施
行
四
十
周
年
を
記

念
し
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
の
町
勢
要
覧
を

作
製
し
た
。
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

「
柿
田
川
湧
水
群
」「
富
士
山
」
な
ど

町
の
魅
力
を
決
め
、
番
組
形
式
で
紹

介
し
て
い
る
の
が
特
徴
。
シ
ル
バ
ー

コ
ー
ラ
ス
隊
や
中
学
生
、
商
店
経
営

者
な
ど
多
数
の
町
民
が
出
演
し
、
町

�
�
�
�
�
�
�
�
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石
川
県

根
上
町

�
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�

長
野
県

朝
日
村

�
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�
�
�
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�
�

静
岡
県

清
水
町

民
参
加
で
構
成
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
歴
史
と
文
化
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
事
業
で
あ
る
歴
史
と
ふ

れ
あ
い
の
拠
点
整
備
の
一
環
と
し

て
、「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）

敷
地
内
に
温
浴
施
設
を
整
備
し
て
い

く
。
施
設
の
事
業
者
は
定
期
借
地
方

式
で
誘
致
。
平
成
十
六
年
度
に
契
約

を
結
び
、
平
成
十
八
年
春
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
て
い
く
。

�

�

　

町
は
、「
夢
千
代
日
記
」
の
舞
台
と

な
っ
た
湯
村
温
泉
の
集
客
力
ア
ッ
プ

を
目
指
し
、
観
光
・
文
化
資
料
館
「
夢

千
代
館
」（
仮
称
）
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。
同
館
に
は
ド
ラ
マ
の
撮
影

シ
ー
ン
や
昭
和
の
湯
村
を
再
現
し
展

示
す
る
ゾ
ー
ン
な
ど
、
四
つ
の
展
示

空
間
を
設
け
る
。
平
成
十
六
年
秋
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
桃
太
郎
生
誕
の
地
」と
し
て
ま
ち

お
こ
し
を
進
め
て
い
る
町
で
は
、
観

光
協
会
が
絵
本
「
も
も
た
ろ
う
完
結

版
」を
出
版
し
た
。
三
〇
ペ
ー
ジ
で
、

桃
太
郎
が
鬼
に
連
れ
去
ら
れ
た
お
姫

様
を
助
け
、
結
婚
す
る
と
い
う
新
た

な
結
末
を
加
え
て
い
る
。
図
書
館
な

ど
に
寄
贈
し
た
ほ
か
、
一
冊
四
五
〇

円
で
販
売
し
て
い
る
。

�

�

　

収
集
し
て
い
た
民
俗
資
料
の
展
示

ス
ペ
ー
ス
を
探
し
て
い
た
町
は
、
町

内
に
あ
る
旧
庄
屋
の
邸
宅
を
改
修
し

�
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�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

大
阪
府

熊
取
町

�
�
�
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�
�
�
�
	



�
�

兵
庫
県

温
泉
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�

島
根
県

匹
見
町

民
俗
資
料
館
と
し
て
整
備
し
て
い

る
。
邸
宅
は
、
江
戸
時
代
に
各
地
の

庄
屋
を
統
括
し
た
旧
割
元
庄
屋
の

「
美
濃
地
屋
」
で
、
所
有
者
か
ら
無
償

で
提
供
さ
れ
た
。
平
成
十
七
年
春
の

開
館
を
目
指
し
て
い
る
。

�

�

　

支
所
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
町

は
、
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
法
を
検

討
し
て
い
た
郵
政
公
社
と
協
議
し
、

支
所
の
近
く
の
特
定
郵
便
局
内
に
支

所
業
務
を
行
う
場
所
を
提
供
し
て
も

ら
い
、
支
所
業
務
を
行
っ
て
い
く
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
と
財
政
効
果
の
向
上

が
ね
ら
い
。

　

村
は
、
コ
メ
栽
培
で
使
う
肥
料
に

レ
ン
ゲ
を
活
用
す
る
こ
と
を
奨
励
し

て
い
る
。
村
の
「
棚
田
米
」
ブ
ラ
ン

ド
に
減
農
薬
の
要
素
を
加
味
し
、

「
宝
珠
山
・
棚
田
の
レ
ン
ゲ
米
」
と
し

て
売
り
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が

ね
ら
い
。
村
が
全
額
を
負
担
し
て
レ

ン
ゲ
の
種
を
全
農
家
に
配
布
し
た
。

　

町
は
、
特
産
品
等
を
販
売
す
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト「
ゆ
り
ど
ろ
」

を
開
設
し
た
。
個
人
や
事
業
所
が
登

録
し
商
品
を
掲
載
す
る
ス
タ
イ
ル
を

と
り
、
運
営
管
理
は
各
事
業
所
が
組

合
形
式
で
行
っ
て
い
る
。「
ゆ
り
ど

ろ
」
と
は
、
奄
美
の
方
言
で
「
寄
り

集
ま
る
と
こ
ろ
」
の
意
味
で
、
同
サ

イ
ト
で
島
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
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高
知
県

東
洋
町

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
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カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
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＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ
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�
�
	


�

�
�
�
�
�
�

東

京

都

日
の
出
町

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�

奈

良

県

田
原
本
町

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

福

岡

県

宝
珠
山
村

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�

鹿
児
島
県

瀬
戸
内
町



（第三種郵便物認可） 第２４７１号平成１６年３月１日９ 町 村 週 報

情 報
　

人
口
４
、
０
０
０
人
の
栗
の
里
、
熊
本

県
山
江
村
で
は
、
過
去
８
年
間
に
わ
た

り
、
農
家
や
主
婦
な
ど
の
「
住
民
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
づ
く
り
の

リ
ー
ダ
ー
が
、
仕
事
の
合
間
、
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
を
片
手
に
、
地
域
の
話
題
、
人
、
地

域
資
源
、
歴
史
や
文
化
な
ど
様
々
な
も
の

を
取
材
し
て
走
り
回
り
、
民
放
、
衛
星
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
と
、

次
々
と
独
自
に
番
組
を
制
作
し
て
全
国
、

世
界
へ
と
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

取
材
や
編
集
を
し
て
情
報
を
発
信
す
る

と
い
う
目
的
の
他
に
、
実
は
そ
の
制
作
過

程
に
村
づ
く
り
へ
の
本
質
が
あ
り
ま
す
。取

材
中
に
目
に
す
る
村
の
地
域
資
源
や
、
地

域
の
良
さ
を
再
確
認
し
た
り
、
歴
史
や
風

習
な
ど
の
貴
重
な
財
産
を
映
像
と
し
て
残

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
住
民
に
よ
る
新
し

い
村
づ
く
り
へ
の
企
画
や
郷
土
愛
の
醸
成

な
ど
に
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
制
作
し
た
番
組
は
、
衛

星
や
熊
本
市
内
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
放
送
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
た
め
、
村
内
で
は
見

ら
れ
な
い
、
情
報
が
共
有
で
き
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
展
と
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
化
の
推
進
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
動
画
配
信
も
か
な
り
普
及

し
は
じ
め
、
山
江
村
で
も
、
情
報
発
信
の

大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
着
目
し
、
村
の
様
々
な
情

報
発
信
の
拠
点
と
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し
て
、
平
成　

年　

月
に
動

１５

１０

画
専
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
「
山

江
村
民
て
れ
び
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送

局
か
ら
、
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
技
術
を
使

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
放
送

を
行
い
ま
す
。
全
国
の
山
江
村
フ
ァ
ン
を

主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
東
京
、
名
古

屋
、
大
阪
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
で
つ
な
ぎ（
４

元
中
継
）、
山
江
村
の
「
過
去
」

「
現
在
」「
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、

村
民
と
山
江
村
フ
ァ
ン
と
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
山
江

村
の
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
展

開
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

現
在
、
地
域
づ
く
り
の
課
題

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
住
民
が
参

画
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
と
い
う
も
の
が

問
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
情
報
共
有
を
図
る
と
い
う
手

法
を
全
国
の
皆
様
に
も
ご
提
案
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
、
番
組
を
ご
覧
い
た
だ
き
ご
意
見

や
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

＊
だ
ん
だ
ん
な
ー：

球
磨
弁
で
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
意
味

１
、
タ
イ
ト
ル

「
熊
本
発
！
だ
ん
だ
ん
な
ー　

山
江
村

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」

２
、
実　

施　

日

３
月
３
日
�
、　

日
�
、　

日
�

１０

１７

３
、
実
施
時
間

Ａ
Ｍ　

：

　

〜
Ｐ
Ｍ
１：

　

１０

００

００

４
、
出　
　

演

・
山
江
村
民
、
山
江
村
住
民
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
熊
本
県
民

・
山
江
村
を
愛
す
る
全
国
の
人
々
ほ
か

多
数

５
、
内　
　

容

３
月
３
日　

山
江
村
の
今

３
月　

日　

山
江
村
の
歴
史

１０

３
月　

日　

山
江
村
の
未
来

１７

※
番
組
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、

・
山
江
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

http://w
w
w
.yam

aem
ura.jp

        
 
 
    
   
      

を
ご
覧
下
さ
い
。

※
ラ
イ
ブ
を
ご
覧
に
な
る
に
は
、

・
山
江
村
民
て
れ
び：

http://w
w
w
.ystv.jp

        
 
 
        

へ
ア
ク
セ
ス
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
番
組
を
ご
覧
に
な
る
に
は

R
ealone

player

「 
              
」
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

山
江
村
役
場　

企
画
調
整
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
９
６
６
―

２
３
―

３
１
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
９
６
６
―

２
４
―

５
６
６
９

e
-m
ail

   
   ：

kikaku@
yam
aem
ura.jp

       
   
   
      

担　

当：

森
、
一
二
三

「
熊
本
発
！　

だ
ん
だ
ん
な
ー　

山
江
村
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」

〜
村
民
に
よ
る
９
時
間
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
イ
ブ
４
元
中
継
も
〜

�
��
�

�
�
�
�
�
�
�
���

�
���

�
�

選ぶならUFJの 
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随 想
　

改
め
て
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
（
飛
鳥
と
も
明
日
香

と
も
書
く
）
は
日
本
の
み
な
ら
ず
外
国

の
人
が
耳
に
し
て
も
非
常
に
心
地
よ
い

響
き
を
持
つ
言
葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
や
日
本
中
ど
の
地
域
の
人
も
ご

存
知
の
、
非
常
に
美
し
い
と
感
じ
る
こ

の
表
記
は
現
代
人
が
宣
伝
用
に
つ
く
り

だ
し
た
も
の
で
も
何
で
も
な
く
、
一
四

〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
言
葉
な
の

で
あ
り
ま
す
。

｣

　

そ
ん
な
明
日
香
村
の「
村
長 
と
い
う

職
に
あ
る
小
生
は
、
七
人
兄
弟
（
男
四

人
、
女
三
人
）
の
五
番
目
の
四
男
と
し

て
昭
和
十
五
年
に
生
を
う
け
ま
し
た
。

父
親
が
昭
和
二
十
七
年
一
月
に
四
十
六

歳
で
他
界
い
た
し
ま
し
た
た
め
、
母
親

の
苦
労
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
村
長
に
な
っ
て
か
ら

も
、
六
十
歳
に
も
な
る
こ
の
私
に
「
人

に
決
し
て
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

な
さ
い
」
と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
母
親
も
平
成
十
二

年
六
月
に
九
十
二
歳
で
お
浄
土
に
召
さ

れ
、
今
さ
ら
な
が
ら
親
の
あ
り
が
た
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

親
の
家
業
が
運
送
業
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
高
校
を
出
て
か
ら
は
運
転
手

と
し
て
無
我
夢
中
で
働
き
ま
し
た
。
荷

物
の
運
搬
を
通
し
て
多
く
の
方
々
と
の

お
つ
き
あ
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
私
の
大
き
な
財
産
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
い
ろ
ん
な

職
種
の
方
と
も
お
話
し
が
で
き
、
教
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
も
親

に
感
謝
す
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

平
成
四
年
、
私
が
村
長
選
に
立
候
補

し
た
と
き
に
は
「
何
人
目
の
お
子
さ
ん

が
出
ら
れ
る
の
で
す
か
」
と
い
う
言
葉

か
ら
始
ま
っ
た
、
い
や
は
や
大
変
な
選

挙
で
あ
り
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
五
月
を

も
っ
て
三
期
十
二
年

を
努
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
明
日
香
村
長

の
重
責
を
今
も
っ
て

痛
感
い
た
し
て
お
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
何
の
準
備
も
な

く
選
挙
に
出
た
こ
と

と
慣
れ
な
い
仕
事
の

連
続
で
半
年
で
体
調

を
崩
し
、
一
年
持
つ

か
な
と
い
う
思
い
も

い
た
し
ま
し
た
が
気

取
ら
ず
自
分
な
り
の

カ
ラ
ー
で
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
考

え
、
も
は
や
十
二
年

に
な
ろ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
、
建
設
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す

が
、
村
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
か

ら
に
は
と
い
う
こ
と
で
立
候
補
以
来
、

私
ど
も
の
会
社
は
明
日
香
村
の
事
業
か

ら
は
除
外
い
た
し
ま
し
た
。
未
だ
に
妻

か
ら
は
「
早
く
や
め
て
家
業
を
助
け
る

よ
う
に
」と
言
わ
れ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
明
日
香
村
は
国
民
の
皆
さ
ん

方
に
も
よ
く
ご
理
解
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
と
お
り
、
日
本
の
心
の
ふ
る
さ

と
、
日
本
国
政
府
の
原
点
で
あ
り
ま
す
。

　■
 

古
き
日
本
の
首
都
、
明
日
香

奈 良 県

 明  日  香 村 長
あ す か

関　 義 清
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そ
の
た
め
、
国
家
的
事
業
と
し
て
一
自

治
体
で
あ
り
な
が
ら
特
別
立
法
を
持
ち

運
営
し
て
い
る
こ
の
村
は
他
の
自
治
体

と
は
大
き
く
異
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
法
律
は
住
民
生
活
に

お
き
ま
し
て
良
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
悪
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
良

い
こ
と
は
伸
ば
し
て
悪
い
と
こ
ろ
は
で

き
る
だ
け
小
さ
く
、
国
民
の
皆
さ
ん
方

の
思
い
に
お
答
え
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
明

日
香
村
は
日
本
一
の
村
に
な
っ
た
と
自

負
し
て
お
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
「
聖
域
な
き
改
革
」
の

も
と
合
併
問
題
に
取
り
組
み
ま
し
た

が
、
今
ま
で
の
歴
史
や
住
民
の
思
い

等
々
を
か
ん
が
み
て
合
併
協
よ
り
離
脱

を
い
た
し
ま
し
た
。
今
、
ま
さ
に
全
国

の
方
々
か
ら
励
ま
し
や
お
叱
り
を
受
け

て
お
る
よ
う
な
次
第
で
、
心
な
ら
ず
も

物
議
を
醸
し
出
し
て
お
り
ま
す
が
、

「
利
他
」と
い
う
言
葉
を
座
右
の
銘
と
し

て
日
本
の
ふ
る
さ
と
明
日
香
を
信
じ
て

か
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
意
を
強
く
し

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
明
日
香
村
は
環
境
、
自
然
、

歴
史
、
村
民
、
ど
れ
を
と
り
ま
し
て
も

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
り
ま
す
。
写
真
で

も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
、
国
家

原
点
に
ぜ
ひ
お
出
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
村
民
一
同
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

dddddddddddddddddddddddddddddddddddddddddddddddddddddddddd

都道府県別市町村数（平成１６年３月１日現在） 

6882,4475401,907851104120813348新 潟 県  101 島 根 県  59 合 　 計  3,135

114124174354318481632山 梨 県  56 鳥 取 県  39 沖 縄 県  52

14829737437361918117神奈川県 37 和歌山県 50 鹿児島県 96

93572810371720261385東 京 都  39 奈 良 県  47 宮 崎 県  44

1147113622660663346541千 葉 県  79 兵 庫 県  88 大 分 県  58

1179166333111104149940埼 玉 県  90 大 阪 府  44 熊 本 県  90

1061160123213111582533群 馬 県  69 京 都 府  44 長 崎 県  71

7425378421411237235栃 木 県  49 滋 賀 県  50 佐 賀 県  49

2472864145294322611744茨 城 県  83 三 重 県  66 福 岡 県  96

94419253255104510802852福 島 県  90 愛 知 県  87 高 知 県  53

1257134420534491331427山 形 県  44 静 岡 県  73 愛 媛 県  69

730030206021399601050秋 田 県  69 岐 阜 県  80 香 川 県  37

4468381710167341059257宮 城 県  69 長 野 県  118 徳 島 県  50

134053582662013451629岩 手 県  58 福 井 県  34 山 口 県  53

14605559306248592534青 森 県  67 石 川 県  39 広 島 県  74

106812569268183417824154北 海 道  212 富 山 県  35 岡 山 県  78

市 町村計 村 町 市 町村計 村 町 市 町村計 村 町 都道府県 計 都道府県 計 都道府県 計 
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国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
は

こ
の
ほ
ど
、
二
〇
〇
〇
年
〜
二
〇
三
〇
年

ま
で
の
三
〇
年
間
を
推
計
期
間
と
し
た

「
日
本
の
市
区
町
村
別
将
来
推
計
人
口
」を

公
表
し
た
。

　

推
計
に
よ
る
と
、
日
本
の
総
人
口
は
二

〇
〇
六
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
、
長
期

の
減
少
過
程
に
入
り
、
二
〇
三
〇
年
に
は

人
口
五
千
人
未
満
の
自
治
体
が
二
〇
〇
〇

年
の
七
二
二
自
治
体
か
ら
一
、
一
二
二
自

治
体
（
五
五
・
四
％
増
）
に
増
加
す
る
と

と
も
に
、
五
千
〜
一
万
人
が
六
八
三
自
治

体
（
同
一
七
・
九
％
減
）、
一
〜
三
万
人
が

七
六
二
自
治
体
（
同
二
〇
・
二
％
減
）、
三

〜
三
〇
万
人
が
六
〇
九
自
治
体（
同
一
八
・

八
％
減
）、
三
〇
万
人
以
上
が
六
九
自
治

体
（
同
七
・
五
％
減
）
と
な
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
三
〇
年
の
人
口
を

比
較
す
る
と
、
四
三
一
自
治
体
（
全
体
の

一
三
・
三
％
）
が
増
加
し
、
二
、
八
一
四

自
治
体
（
同
八
六
・
七
％
）
が
減
少
す
る

こ
と
と
な
る
。
減
少
の
内
訳
で
は
、
〇
〜

二
〇
％
未
満
が
九
九
七
自
治
体
、
二
〇
〜

四
〇
％
未
満
が
一
、
二
七
七
自
治
体
、
四

〇
％
以
上
が
五
四
〇
自
治
体
と
な
る
。

　

ま
た
、
一
四
歳
以
下
の
年
少
人
口
割
合

を
み
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
の
一
四
・
六
％

か
ら
二
〇
三
〇
年
に
は
一
一
・
三
％
に
減

少
し
、
一
〇
％
未
満
の
自
治
体
も
三
・
二

％
か
ら
三
一
・
四
％
へ
著
し
く
増
加
す
る

と
と
も
に
、
六
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
で

は
、
一
七
・
四
％
か
ら
二
九
・
六
％
に
増

加
し
、
四
〇
％
以
上
の
自
治
体
も
二
・
三

％
か
ら
三
〇
・
四
％
へ
著
し
く
増
加
す
る
。

市
区
町
村
別
将
来
推
計
人
口

ま
と
ま
る

農
村
の
地
域
資
源
に
関
し
、
新
た
な
保
全
策
の

導
入
を
提
言 

―
農
水
省
研
究
会
―

　

去
る
二
月
十
六
日
「
観
光
立
国
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
国
土
交
通
省
、
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
本
部
の

主
催
、
全
国
町
村
会
他
の
後
援
に
よ
り
開

催
さ
れ
た
。

　

現
在
、
我
が
国
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行

者
は
約
五
〇
〇
万
人
に
過
ぎ
ず
、
海
外
を

訪
れ
た
日
本
人
旅
行
者（
一
六
〇
〇
万
人
）

の
三
分
の
一
以
下
、ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
第
三

十
三
位
と
い
う
低
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
政
府
は
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
二
〇
一
〇
年
ま
で

に
倍
増
す
る
目
標
を
掲
げ
、
施
策
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
外
国
人
旅
行

者
を
受
け
入
れ
て
素
敵
な
国
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
、
外
国
人
か
ら
み
た

日
本
の
良
さ
・
問
題
点
等
に
つ
い
て
考
え
、

「
住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ
し
」の
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
討

論
が
行
わ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
観
光
立
国
懇
談
会
座
長
を

務
め
る
木
村
尚
三
郎
氏
に
よ
る
「
外
国
人

旅
行
者
受
入
れ
の
意
義
と
な
す
べ
き
こ

と
」
と
題
し
た
基
調
講
演
、
次
に
国
土
交

通
省
金
澤
観
光
部
長
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
慶
応
大
の
島
田
晴
雄
教
授

や
観
光
カ
リ
ス
マ
、
群
馬
県
草
津
町
長
の

中
澤　

敬
氏
等
に
よ
る
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
中
で
、
中
澤
町
長
は
、
外
国
人
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
観
光
地
づ
く
り
や
日
本

が
持
つ
魅
力
に
つ
い
て
の
ア
ピ
ー
ル
不
足

に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。

「
観
光
立
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

開
催
さ
れ
る

　

農
水
省
の
「
農
村
の
地
域
資
源
に
関
す

る
研
究
会
」
は
、
こ
の
程
、
中
間
取
り
ま

と
め
を
行
い
、
農
地
、
水
、
田
園
景
観
な

ど
多
種
多
様
な
地
域
資
源
を
維
持
保
全
す

る
た
め
の
新
た
な
政
策
の
導
入
を
提
起
し

た
。

　

同
研
究
会
は
、　

昨
年
六
月
に
農
水
省

農
村
振
興
局
長
の
私
的
研
究
会
と
し
て
設

置
さ
れ
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
座
長
は

林
良
博
東
京
大
学
大
学
院
教
授
。

　

中
間
取
り
ま
と
め
で
は
、
農
村
の
地
域

資
源
は
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
地
域

の
人
々
が
共
同
で
維
持
保
全
し
て
き
た
社

会
的
共
通
資
本
で
あ
り
、
国
民
の
貴
重
な

財
産
と
し
て
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
必
要
が

あ
る
と
し
、
今
後
農
村
を
多
種
多
様
な
地

域
資
源
を
活
か
す
観
点
か
ら
重
層
的
立
体

的
に
捉
え
、
農
村
の
豊
か
さ
、
美
し
さ
を

保
全
し
増
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
た
め
の
新
た
な
地
域
資
源

保
全
施
策
の
展
開
方
向
と
し
て
、
①
環
境

創
造
型
事
業
へ
の
転
換
や
地
域
資
源
の
循

環
利
用
の
推
進
、
②
豊
か
な
地
域
資
源
の

利
活
用
に
よ
る
国
民
に
開
か
れ
た
美
し
い

農
空
間
づ
く
り
、
③
効
率
的
な
農
業
経
営

の
推
進
と
自
然
環
境
豊
か
な
農
村
づ
く
り

の
両
立
等
を
掲
げ
て
い
る
。

　

農
水
省
は
、
同
研
究
会
の
提
言
を
踏
ま

え
、
今
後
具
体
策
を
検
討
す
る
と
し
て
い

る
。


